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 南海トラフでは過去 100 年から 200 年間隔で巨大地震が発生してきたとされている。南

海トラフの地震は、人口密度が高く，産業の集積している西日本の広い範囲に被害を与え

る可能性の高いものであり、首都圏直下地震とならんで我が国の中で地震防災上もっとも

関心の高い地震である。直近の昭和の南海地震から今年で 70 年であり、次の地震の切迫

性も議論されている。また地震予知連絡会における重点検討課題として第 192 回（2011

年 8月 22 日）に取り上げられてから５年が経過し、前回以降、2011年 12 月に内閣府か

ら最大規模の地震の想定が発表され、2013年５月には地震本部から南海トラフの地震活動

の長期評価の改定が公表された。このようなことから、最近の南海トラフ地震に関する研

究成果を重点検討課題で取り上げ、議論を行いたい。 

 社会的には、次の南海トラフ地震がどの様な地震なのか、どの程度切迫しているのか、

短期的な予測はどの程度可能なのか、といった点に関心が高い。このような社会の関心に

十分答えるためには、プレート境界面の強度分布、プレート境界域の物性分布などのよう

な場に依存する量に加え、過去に発生した地震の滑り履歴を反映した直近の地震後の応力

状態、さらにスロー地震などによるプレート境界面の応力・ひずみ分配過程について十分

に正確に知る必要がある。この重点検討課題では南海トラフ域に関する上記の知見につい

て、現時点での整理と検討を行うことを目的とする。すなわち、プレート境界地域の構造

について、プレートの固着について、過去に発生した地震について、低周波地震・微動や

スローイベントについて、ひずみ計・GNSS等によるモニタリングについて、さらにそれ

らを総合したプレート境界地震発生のシミュレーションの現状についての報告を受け、議

論を行う。 
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